
従来、杭基礎構造物の杭頭接合部は、杭と基

礎を剛接合にしていました。しかし、杭頭を

剛接合とした場合、地震時には杭頭部に大き

な曲げモーメントが作用するため、杭は損傷

を受けやすくなります。阪神・淡路大震災で

は、剛接した杭の頭部が損傷し、多くの建物

に沈下や傾斜の被害が発生しました。

F.T.Pile構法は、杭頭と基礎を半剛接合にす

ることで、杭基礎の耐震性能を向上させると

ともに、基礎構造の合理化を可能にします。 杭頭を剛接した杭の被害例
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従来構法では、定着鉄筋等を用いて杭

頭と基礎を剛接するため、杭頭部が回

転できない構造となります。このた

め、地震時には杭頭部に過大な曲げモ

ーメントが発生し、損傷・破壊の要因

となります。F.T.Pile構法では、定着鉄

筋を用いずに、F.T.キャップを用いて

杭頭と基礎を接合します。地震時に

は杭頭部が回転するため、杭頭部の

曲げモーメントを低減し、損傷を大

幅に軽減します。


